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にかかわるきっかけは？
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岡谷の市民力

発見
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　　　　　　　　　　　　 松本山雅FCの公式後援会支部として7番目に立ち上がった。松本山雅サポーター、
後援会員と共に、試合やチームを応援する他、松本山雅FCのコンテンツを活用したまちづくりを目指す。目標は
岡谷市を諏訪地域初のホームタウンに。実現すれば、地元の子どもたちへのサッカー指導、岡谷市の物産品を
県内外にPR他、様々な可能性を秘めているという。

Q.1 活動の魅力は？Q.2 今後の展開、どのように
していきたいか？Q.3
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※新型コロナウィルス感染防止に配慮しながら取材しています。

岡谷の市民力

発見

山雅後援会岡谷支部の皆さんにお話を伺いました

「緑化作戦＆街を
   きれいにし隊」

緑化作戦＆街をきれいにし隊の皆さん（2月25日）

●
委
員
長

●
副
委
員
長

●
委　
　

員

杉浦 直樹さん

Q.1

Q.2

Q.3

Q.1

Q.2

Q.3

Q.1

Q.2

Q.3

すぎうら なおき

湯澤 智栄さん
ゆざわ　  ちえ

花岡 宏明さん
はなおか ひろあき

［取材日：令和５年２月19日］

●街中で空き店舗を活用したスポーツ観戦！（カネイチビル）

山雅後援会岡谷支部とは

市議会議員が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されており、違反すると
処罰されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。

■お祭り、運動会、親睦旅行会、会合等の行事や、入学式、卒業式の行事に対し、寄附、餞別、お祝い、差し入れ等をすること。 ■個人に
対し、お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝を贈ること（議員自らが出席する結婚披露宴への祝儀や葬式における香典は除く）。 ■未成年者、
社会福祉施設、市町村に対する寄附や年賀状、寒中見舞状などの時候のあいさつ状を出すこと（答礼のための自筆によるものを除く）。

寄附行為の禁止
政治家は有権者に寄附を「贈らない」・有権者は政治家に寄附を「求めない」・議員から有権者への寄附は受け取らない。
【寄附行為に該当する事例】

私たちが編集してきました。任期最終号です。

山雅後援会岡谷支部の皆さんにお話を伺いました

皆さん
ポスターを貼り、バナーを掲げ

街中をグリーンに！
清掃活動を通して街中を

クリーンにし、地域のために闘う
選手と共に歩みます。

　

こ
の
２
年
間「
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と
あ
ゆ

む
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ー
マ
に「
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力
発
見
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で
は
我
が
ま
ち
ら
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介
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通
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上
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す
。
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善
）

Q.岡谷市への
 　要望は？

知人に誘われ試合観戦に行くと、その盛り上がりに大変
驚き徐々に引き込まれた。
応援を通じて仲間が増えた。チームの応援は地元の応援に
つながり、地域経済にも効果大。
ホームタウンに向けて行政と一緒に実現したい。
仲間づくりで楽しさを共有したい。

Jリーグの観戦経験がありサッカーがとても好きだった。
維新塾のSNSで知り参加した。
見たり、いろんな人と出会えるのが楽しみ。一人で観戦に行っ
ても、サポーター同士仲間になり一体感を感じられるところ。
小坂田公園の芝生サッカー練習場に集まるファン等を、
岡谷市への誘客につなげたい。

駅前のララビジョンの応援がきっかけで、自然に活動に参加するようになった。
応援を通じて仲間ができて、活動により地域を元気にすることができること。
コロナ禍で活動が思うようにできなかったが、今後は人の輪をさらに広げていきたい。

の

・松本山雅をホームタウンにするための協力を。 
・商工業だけでなく新たな切り口「スポーツ」を通じてまちの活性化につなげてほしい。 
・若い人が集まる活動拠点がほしい。

●街中で空き店舗を活用したスポーツ観戦！（カネイチビル）
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田村みどり

早出すみ子

笠原征三郎

今井康善 武井友則

早出一真

大塚秀樹

遠藤真弓

藤森博文

渡辺太郎

中島秀明

今井義信

歳出予算

岡谷市の令和5年度

予算総額 の使い道

民生費
73億3,434万円（33.6％）

公債費
36億1,969万円（16.6％）

総務費
21億2,173万円（9.7％）

土木費
20億1,786万円（9.3％）

衛生費
19億7,727万円（9.1％）

教育費
18億295万円（8.3％）

商工費
17億8,236万円（8.2％）・民生費

・公債費
・総務費

・土木費
・衛生費

・教育費
・商工費

…障がい者や高齢者、子育てに使うお金
…市債（借金）の返済に使うお金
…市の運営や税金の賦課徴収、
　戸籍住民票の管理などに使うお金
…道路や橋、公園、市営住宅などに使うお金
…保健や環境・衛生の向上、
　病院への繰出金などに使うお金
…小中学校、図書館、体育館などの管理運営に使うお金
…工業や商業、観光の振興に使うお金

・議会費・労働費・農林水産業費・消防費・災害復興費・予備費
【その他】

その他11億4,380万円（5.2％）

「ふるさと寄附金
　 寄附促進事業拡充」

「新規・拡充・継続
　 事業のバランス」

中島保明
「5総後期基本計画
　 　 への歩みを確認」

「次代を見据えた
   産業振興に着目」

「誰ひとり 取り残さない！！」

「積極的な予算であるか」

岡谷ブランドの
魅力の発信を推進するため、
返礼品の磨き直し事業や
寄附金に関する事務を
委託し、寄附件数・金額の

増額を図る点。

「アフターコロナへの対策」
　　アフターコロナに向けた
　　事業及びイベント等の
　復活と、中学校部活動の
地域移行に対する準備と、
魅力ある川岸学園構想
　　の考え方について。

各事業の具体的な実施内容は、どんなところ
なのか、また、部局をまたぐ事業については、
事業進渉の連携をどう行うかに注目。

　　　重点施策の特別分とされた
　　《移住・定住の促進》と

　　　《ゼロカーボンの推進》の
事業内容について詳細を掌握
　し審査・審議をしたい。

物価・エネルギー高騰の影響が
予算全体に及ぼしている。命・暮らしを
守る支援の充実及び拡大を視る。賑わいを目指すやまびこ公園の改修等と、

湖畔公園の諏訪湖を活かした魅力ある観光振興事業。
空き店舗等への商業活性化支援事業。

  制度の隙間に
   埋もれてしまう方々の
    救済措置は充分か。
  またライフワーク
 バランスを整え、多様
な生き方働き方を

   支える施策は充分か。

次世代の成長産業参入支援、
新技術・新製品の創出、全産業の活性化
基盤固めとなる新規・拡充事業、新規

創業支援に着目した。

「新規事業や拡充
  事業にも注視！」

『第5次岡谷市総合 計画』に関連する事業
と『ゼロカーボンシティ宣言』関連事業及び
 物価高騰対策に向けた支援事業に、

特に注目。

「将来を見据えた
　　新時代の創出事業」

「女性若者に選ばれるまちづくりとは」

新規・拡充事業の一端をピックアップ

デジタル化推進により
地理的な制約、年齢、性別、
障がいの有無に関わらない
豊かさの実感と、健康寿命
延伸等健康増進に
関わる事業。

「市民の声と時代に
　　即した新規事業」

「限られた財源の
　　　　適正配分」

「幅広い福祉施策や事業の展開」
「多様で複雑な
　　生きづらさの解決」

「都市公園整備や商業活性化の事業」

昨年の12月議会で質問した
伴走型相談支援と経済的支援
を一体とした『出産・子育て
応援給付金事業』は

予算計上されているのか。
「歳入に何か
 　　問題はないか？」

 福祉への要望に対して
  答弁の多くが「財政的
   困難」を理由に実現
   しません。固定資産税
    の免税など歳入の面
   での問題に着目。

人口減少は経済
規模の縮小につながる
ことから、出会いから
結婚、出産、子育て、

教育と切れ目のない支援
と移住定住の推進
に注視した。

子どもや障がい者などに
対する福祉施策・事業の一層の
拡充が図られ、市民の誰もが福祉に
関する相談ができる体制に

なっているか。

この方針が新年度の事業にどのように
反映させられているか。若者がまちに
希望を持ってもらえるような予算と

なっているかに注目!

脱コロナに向けて、
各事業予算は必要性と
効果の面に置いて適切で
あるか確認したい。

「各世代に向けた
　   きめ細やかな施策」

出産・子育て応援
給付金から子ども家庭
総合支援拠点事業、
重層的支援体制
整備など、各世代
向け施策。

令和
5年度

小松壮

浜幸平

山崎仁

吉田浩

●議長（総務委員）

●総務委員長

●社会委員

●社会委員

●社会副委員長

●産業建設委員

●産業建設副委員長

●総務副委員長

●総務委員

●総務委員

●産業建設委員

●産業建設委員

●産業建設委員

●社会委員

●総務委員

●社会委員長

●副議長（社会委員会）

●諏訪湖周サイクリングロード整備事業
●都市公園施設長寿命化推進事業
●出産・子育て応援給付金事業  ●空き家対策事業  他

　第5次岡谷市総合計画に掲げた将来都市像「人結び 夢と希望を
紡ぐ たくましいまち岡谷」の実現に向けて、事業の選択と集中を進
めるなかで、限られた財源（収入）を効率的、効果的に予算を配分。
　令和5年度の重点施策である「活力と彩りの創造」、「未来に輝
くひとづくり」、「穏やかで美しい日常の実現」に基づき、民生費や
土木費、総務費等に係る様々な施策を展開。 
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ま
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億 円◇
移
住
定
住
施
策
、消
防
団
員
に
対
す
る
改
善
、通

学
路
交
通
安
全
対
策
、ま
た
、学
校
給
食
費
の
食
材

費
高
騰
に
よ
る
給
食
費
値
上
げ
分
を
公
費
負
担
と

し
、保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
給
食
の
質・量
が
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
評
価
し
た
い
が
、長
引
く

物
価
高
に
市
民
を
ど
の
様
に
守
る
の
か
不
十
分
さ

を
感
じ
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及・促
進
に

は
こ
れ
ま
で
も
反
対
し
て
き
て
い
る
が
、さ
ら
に
、

各
区
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
促
進
や
耐
震
診
断
な
ど
は

各
区
の
格
差
を
生
じ
さ
せ
、市
民
的
に
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
さ
れ
て
い
な
い「
川
岸
学
園
設
立
準
備
事
業
」

と
い
っ
た
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
は

大
変
重
大
な
問
題
で
あ
り
、賛
成
が
で
き
な
い
部
分

も
あ
る
た
め
、本
予
算
に
反
対
す
る
。

◇
令
和
５
年
度
は
第
５
次
岡
谷
市
総
合
計
画
前
期

基
本
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
目
標
達
成
へ
向
け

た
総
仕
上
げ
の
年
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

の
検
証
に
よ
り
基
本
構
想
の
見
直
し
や
後
期
基
本

計
画
の
策
定
、ま
た
そ
の
ほ
か
多
く
の
計
画
の
策
定

へ
つ
な
げ
て
い
く
重
要
な
年
と
な
る
中
で
、本
予
算

は
、移
住
定
住
の
促
進
及
び
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進

へ
重
点
配
分
さ
れ
て
お
り
、喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応

を
し
っ
か
り
と
さ
れ
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　
計
画
の
策
定
や
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、市

民
の
声
を
し
っ
か
り
と
聴
き
反
映
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
確
実
に
実
施

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
「
未
来
を
見
据
え
た
躍
動
の
年
」と
位
置
づ
け
ら
れ

た
予
算
計
上
が
さ
れ
、地
方
移
住
に
対
す
る
関
心
の
高

ま
り
や
新
た
な
人
流
に
対
し
、人
口
減
少
対
策・少
子

化
対
策
へ
の
予
算
も
当
て
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
向
け
て
は
、初
期
投
資
は
か
か

る
が
、最
終
的
に
省
エ
ネ
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業
や
、

義
務
教
育
学
校
づ
く
り
を
概
念
と
し
た「
川
岸
学
園
構

想
」の
実
現
に
向
け
た
予
算
な
ど
高
く
評
価
す
る
。

　
市
民
生
活
と
直
結
し
た
福
祉・医
療・介
護・環
境

の
分
野
や
も
の
づ
く
り
企
業
へ
の
支
援・拡
充
な
ど

へ
も
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
予
算
配
分
で
あ
る
。目
指

す
将
来
都
市
像
の
具
現
化
に
邁
進
さ
れ
ま
す
よ
う

要
望
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

○
本
会
議
に
お
け
る
討
論

◆ 

反
対
討
論

◆ 

賛
成
討
論

予算
移住・定住の促進●若者移住者住まいの支援事業
ゼロカーボンの推進
●住居用再エネ設備等導入促進事業
●カーボンマネジメント支援事業補助金 ●省エネ農業推進事業補助金

各
委
員
の「
注
目
点
は
こ
れ
だ
!! 
」

３
月
13
日（
月
）・
14
日（
火
）の
両
日
に

わ
た
っ
て
、令
和
５
年
度
の
予
算
が

各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
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岡谷市公式チャンネル

●一般質問（ダイジェスト版）…議員の問い　　…市からの答え

ズバリ！市政を問う！
一般質問

令和5年
第1回定例会（3月）
議場の再現

目次
ダイジェスト版

４ページ
５ページ
５ページ
６ページ
６ページ
７ページ
７ページ
10ページ
10ページ
11ページ
11ページ
12ページ
12ページ
13ページ

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.
８.
９.
10.
11.
12.
13.
14.

※掲載は質問順です。
※掲載内容は質問者の文責
　によるものです。

一般質問とは…議員が、市政全般にわたり、執行機関である市に対して、事務の執行
状況及び将来への方針などについて考えや意見を聞き、報告、説明を求めるなど、質
問をすることです。
年４回の定例会において行われ、議員活動の根幹をなすものといえます。
一般質問の順番は、“くじ”で決めています。

★各議員のQRコードから一般質問の録画映像を見ることが
　できます。スマートフォン等からアクセスしてご覧ください。

主
要
財
政
指
標
か
ら
見
え
る
岡
谷
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

実
質
公
債
費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
の
数
値
は
減
少
し
て
い
る
、

ま
た
早
期
健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
健
全
な
財
政
が

保
持
さ
れ
て
い
る

　

 

減
少
し
て
き
て
い
る
。
令
和
３
年
度

決
算
額
が
約
２
２
８
億
７
千
万
円
、
令

和
５
年
度
末
現
在
で
は
約
２
１
８
億
４

千
万
円
。
県
下
19
市
で
比
較
す
る
と
令

和
３
年
度
末
の
市
債
残
高
は
少
な
い
方

か
ら
９
番
目
。
人
口
一
人
当
た
り
の
残

高
で
は
少
な
い
方
か
ら
13
番
目
。

　

 

令
和
３
年
度
決
算
額
で
約
18
億
４
千

万
円
、
令
和
５
年
度
計
上
額
は
17
億
７

千
万
円
で
あ
る
。

　
以
上
、
必
要
な
事
業
を
実
施
し
な
が

ら
も
キ
ャ
ッ
プ
制
を
維
持
し
、
市
債
残

高
お
よ
び
市
債
残
高
償
還
金
の
縮
減
に

努
め
て
い
る
。

　

 

令
和
３
年
度
決
算
で
は
８
・
０
％
で

低
い
方
か
ら
12
番
目
。

　

 

同
じ
く
54
・
６
％
で
低
い
方
か
ら
17

番
目
（
高
い
方
か
ら
３
番
目
）。

　

 

特
に
若
い
世
代
の
方
々
が
無
理
な
く

気
軽
に
区
の
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

 

区
独
自
の
手
当
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
市
行
政
事
務
嘱
託
員
設

置
規
則
に
よ
り
区
長
は
16
万
２
０
０
円
、

そ
の
他
役
員
は
14
万
３
６
０
０
円
を
支

払
っ
て
い
る
。

　

  

市
債
元
金
償
還
金
は
？

中島 保明
遠藤 真弓
早出  一真
吉田　  浩
浜　 幸 平
田村みどり
渡辺 太郎
中島  秀明
早出すみ子
山 崎 　 仁
大塚 秀樹
笠原征三郎
武井 友則
今井 義信

　

  

将
来
負
担
比
率
（
一
般
会
計
等
が

将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
）
は
？

正
規
職
員
増
加
が
必
要
で
は
？

補
充
は
難
し
い

　

 

令
和
３
年
度
は
４
人
。
休
職
中
は
必

要
に
応
じ
会
計
年
度
任
用
職
員
を
採
用
。

　

 

大
雨
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応
に
よ
り
取
得

増
加
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
必
要

に
応
じ
業
務
の
見
直
し
、
管
理
職
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
、
チ
ー
ム
に

よ
り
効
率
的
、
効
果
的
に
対
応
す
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

 

令
和
３
年
度
は
平
均
７
・
４
時
間
。

コ
ロ
ナ
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
定
額

給
付
、
そ
の
他
補
助
金
事
務
が
増
加
の

要
因
。
職
員
能
力
の
底
上
げ
、
時
間
外

勤
務
縮
減
へ
の
意
識
向
上
等
に
努
め
る
。

　

 

会
計
年
度
任
用
職
員
で
対
応
。

　

 

職
員
の
特
別
休
暇
（
有
給
）
の
一
部

が
会
計
年
度
任
用
職
員
の
、
そ
の
他
休

暇
（
無
給
）
で
あ
る
。

　

 

期
末
手
当
に
つ
い
て
支
給
月
数
に
差

が
あ
る
。

　

 

有
機
農
産
物
等
の
活
用
の
割
合
は

36
％
。
課
題
は
調
達
コ
ス
ト
や
安
定
し

た
供
給
量
の
問
題
な
ど
。

★
要
望…

産
業
建
設
委
員
会
の
提
言
に

つ
い
て
農
林
水
産
課
と
連
携
強
化
を
。

　

 

令
和
３
年
は
約
６
％
で
増
加
傾
向
。

　

 

丁
寧
な
説
明

に
努
め
、
利
用
者

の
利
便
性
に
配
慮

し
た
運
営
に
も
努

め
る
。

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
芝
生
化
に
向
け
た
計
画
は
？

財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
改
修
工
事
に
向
け
た
研
究
を
進
め
る

●

●

　

 

球
場
は
半
面
ず
つ
の
利
用
、
湖
畔
広

場
及
び
川
岸
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
臨
時
駐

車
場
と
し
て
の
多
様
な
利
用
が
あ
る
こ

と
か
ら
芝
生
化
は
難
し
い
。

　

 

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
」ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
に

グ
ラ
ン
ド
芝
生
化
事
業
が
あ
る
。

　

 

国
、県
等
の
有
資
格
者
か
ら
専
門
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、知
識
と
技
術
の

習
得
、長
野
県
林
務
部
等
か
ら
の
情
報

提
供
や
指
導
等
、
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　

 

林
業
大
学
で
は
年
間
20
名
の
学
生
を

養
成
す
る
な
ど
担
い
手
の
育
成
に
努
め

て
い
る
。

　

 

木
材
の
地
産
地
消
は
地
域
活
性
化
等

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
流
通
や
人

材
確
保
等
課
題
も
多
い
。

　

 

事
業
化
に
向
け
継
続
的
な
権
利
交
渉

を
行
っ
て
い
る
。

　

 

30
路
線
中
、
13
路
線
が
完
了
、
一

部
改
良
済
み
14
路
線
、
未
着
手
３
路
線
。

　

 

都
市
計
画
道
路
全
体
に
つ
い
て
必
要

性
を
検
討
し
、
時
代
に
即
し
た
計
画
的

な
整
備
を
進
め
て
い
く
。

行
政
区
の
持
続
可
能
な
運
営

　

  
実
質
公
債
費
比
率（
一
般
会
計
等
が

負
担
す
る
元
利
償
還
金
及
び
公
債
費
と

認
め
ら
れ
る
額
の
、標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
）は
？

問答 問答

問答

問答
　

  

ま
ず
市
債
残
高
は
？

問答

問 答

答

　

  

正
規
職
員
の
メ
ン
タ
ル
不
調
に
よ

る
休
職
者
の
状
況
は
？

問
　

  

会
計
年
度
任
用
職
員
と
の
休
暇
の

違
い
は
？

問 答

　

  

活
用
の
状
況
は
？

問答
　

  

選
考
に
漏
れ
た
場
合
兄
弟
で
別
の

園
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
く
が
？

問答

　

  

年
次
休
暇
の
取
得
状
況
は
？

問答
　

  

時
間
外
勤
務
の
状
況
は
？

問答

　

  

手
当
て
の
違
い
は
？

問答
　

  

出
生
前
の
入
園
申
請
の
状
況
は
？

問答

　

  

育
休
中
の
人
員
補
充
は
？

問答

　

  

森
林
環
境
譲
与
税
の
木
材
利
用
へ
の

有
効
利
用
は
？

問答
　

  

都
市
計
画
道
路
「
東
町
線
」
の
進
捗

状
況
は
？

問答
　

  

都
市
計
画
道
路
の
整
備
状
況
は
？

問答
　

  

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
は
？

問答
　

  

役
員
の
な
り
手
不
足
の
解
消
は
？

問答
　

  

市
の
嘱
託
事
務
員
で
も
あ
る
区
役
員

の
報
酬
は
？

問答

　

  

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
芝
生
化
に
向

け
た
今
後
の
整
備
計
画
は
？

問答
　

  

人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
の
可
能
性
の
あ
る

庭
球
場
に
適
用
で
き
る
補
助
制
度
は
？

問答
　

  

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
み
な
ら

ず
、
国
や
県
、
専
門
家
と
の
連
携
は
？

問答
　

  

林
業
業
者
の
人
材
の
育
成
や
確
保
に

向
け
た
支
援
は
？

問答

行政区の神社委員会により
引き継がれている

毘沙門天奉納相撲の土俵づくり

市営庭球場 砂入り人工芝

遠藤 真弓

中島 保明早出 一真

森
林
・
林
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

学
校
給
食
で
の
有
機
農
産
物
等

保
育
園
年
度
途
中
の
入
園

都
市
計
画
道
路
整
備
に
つ
い
て

45
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集

一
般
質
問

３
月
定
例
会

令
和
５
年
度
予
算
審
査

一
般
質
問



問答

問答

※10ページへつづく ➡ 一般質問（ダイジェスト版）

●一般質問（ダイジェスト版）

岡
谷
市
に
お
け
る
地
域
福
祉
向
上
に
向
け
た
取
組
の
進
捗
は
？

各
種
福
祉
活
動
を
す
る
団
体
や
機
関
等
と
協
働
で
各
施
策
を
推
進
中

　

 

近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
や
高
齢
者

を
標
的
に
し
た
凶
悪
な
犯
罪
事
件
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
も
地
域
の
協
力
や
助

け
合
い
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

る
。
地
域
福
祉
の
観
点
か
ら
、
在
宅
で

暮
ら
す
要
援
護
高
齢
者
の
把
握
の
た
め

に
、
民
生
委
員
に
よ
る
世
帯
状
況
調
査

を
年
に
１
回
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
ぐ
る
み
の
見
守
り
合
い
の
体
制
を
整

え
る
た
め
に
、
主
に
80
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
近
隣
の
方
な
ど
に
見
守
り
協
力

員
に
な
っ
て
も
ら
う「
見
守
り
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
通
い
の
場
は
、
参
加
者
の

日
々
の
生
活
を
見
守
り
や
困
り
ご
と
の

相
談
場
所
と
し
て
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
関
係

者
が
連
携
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
で
の
支
援
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
る
。

　

 

地
域
活
動
に
対
す
る
経
済
的
な
支
援

と
し
て
、
地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

事
業
推
進
補
助
、
公
会
所
等
等
活
動
拠

点
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
係
る
費
用
補

助
を
実
施
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
か

ら
は
「
地
域
支
え
あ
い
型
移
動
支
援
補

助
金
支
給
事
業
」
と
し
て
、
高
齢
者
の

移
動
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
対
し
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
補
償
の
加
入

保
険
料
を
補
助
し
て
い
る
。
地
域
活
動

に
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る
潜
在
的
な
担

い
手
を
掘
り
起
こ
し
、
協
力
を
得
て
地

域
共
生
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

現
在
行
っ
て
い
る
経
費
補
助
も
含
め
、

ど
の
よ
う
な
方
策
が
望
ま
し
い
の
か
知

恵
を
絞
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
」へ
の
対
応

各
事
業
会
計
に
お
い
て
制
度
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る

　

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
国
税
庁
と
税

務
署
が
進
め
て
お
り
、
岡
谷
商
工
会
議

所
が
個
別
相
談
な
ど
で
支
援
し
て
い
る
。

　

 

そ
う
し
た
懸
念
に
対
応
す
る
た
め
、

導
入
ま
で
一
定
の
準
備
期
間
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
制
度
開
始
の
10
月
１

日
か
ら
更
に
６
年
間
は 

免
税
業
者
か
ら

の
仕
入
れ
に
つ
い
て
一
定
の
仕
入
税
額

控
除
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
 

一
般
会
計
に
お
い
て
も 

適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
と
し
て
の
準
備
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、 

各
課
に
お
い
て
対
象
科

目
の
抽
出
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま

た 

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
へ
シ
ス
テ

ム
改
修
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
る
。

　

 

イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
義
務
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、 

納
入

通
知
書
等
の
記
載
変
更
の
た
め
、 

令
和

５
年
度
予
算
に
シ
ス
テ
ム
改
修
費
と
し

て
合
わ
せ
て
２
９
０
万
円
余
り
を
計
上

し
て
い
る
。

　

 

「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
の
登

録
申
請
を
行
な
い
、
２
月
21
日
付
け
で

登
録
通
知
書
が
届
い
て
い
る
。 

ま
た
必

要
な
費
用
は
、
こ
の
定
例
会
で
議
案
上

程
さ
れ
て
い
る
。

　

  

市
内
免
税
業
者
に
対
す
る
周
知
と
導

入
対
策
に
つ
い
て

問答

　

  

上
・
下
水
道
事
業
に
お
け
る
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
準
備
状
況
は
？

問答
　

  

病
院
事
業
会
計
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
導
入
と
対
策
に
つ
い
て

問答

　
  

一
般
会
計
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
へ
の
準
備
状
況
は
？

問答
　

  

取
引
条
件
を
見
直
す
な
ど
優
先
的
地

位
の
濫
用
に
該
当
す
る
混
乱
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
見
解
で
あ
る
か
？

問答

答

地
域
活
動
へ
の
活
動
資
金
の
援
助

　

  

地
域
活
動
に
参
加
し
た
い
人
へ
の
活

動
資
金
（
保
険
料
、
会
場
使
用
料
、
印

刷
代
等
）
の
援
助
に
つ
い
て
考
え
は
？

問答

国税庁の税金相談窓口は下記のQRコードで

公園清掃も大切な地域活動です

　

  

悪
質
な
犯
罪
が
増
加
す
る
中
、
日
常

生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
、
地
域
福
祉
観
点

で
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
？

問問答

問答

３
年
ぶ
り
の「
お
か
や
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
２
０
２
３
」の
実
績
は
？

内
容
を
参
加
体
験
型
に
変
更
、親
子
を
中
心
に
の
べ
４
９
０
０
人
来
場

　

 

産
業
振
興
の
拠
点
施
設
の
必
要
性
が

位
置
付
け
ら
れ
、
本
市
の
も
の
づ
く
り
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
と
し
て
開
館
し
た
。

　

 

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
に
伴
い
、
市

内
に
お
い
て
も
働
き
方
や
働
く
場
が
多

様
化
。
誰
も
が
自
由
に
働
け
る
環
境
を

創
出
す
る
た
め
開
設
。
岡
谷
市
で
の
夢

の
実
現
、
産
業
の
活
性
化
、
ま
ち
の
賑

わ
い
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

 

対
象
者
の
属
性
を
問
わ
な
い
相
談
支

援
、
多
様
な
参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り

に
向
け
た
支
援
を
一
体
的
に
実
施
し
、

重
層
的
な
支
援
体
制
の
強
化
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。

　

 

多
様
な
地
域
活
動
が
生
ま
れ
や
す
い

環
境
整
備
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

住
民
の
抱
え
る
生
活
課
題
を
地
域
の
中

で
支
え
る
場
の
充
実
を
図
り
、「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
繋
が
る
非
常
に
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

 

災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
避
難
住
民
が
主
体
的
に
運
営
に
参

画
し
、
避
難
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
、
良

好
な
環
境
で
秩
序
あ
る
生
活
拠
点
と
し

て
機
能
さ
せ
る
た
め
。

保
育
園
で
使
用
済
み
お
む
つ
処
理
を
開
始
す
る
時
期
は
？

新
年
度
の
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
実
施
し
た
い

　

 

保
護
者
の
負
担
軽
減
と
子
供
毎
の
お

む
つ
の
振
り
分
け
が
な
く
な
り
、
業
務

の
負
担
軽
減
か
ら
推
奨
し
て
い
る
。

　

 

小
中
学
校
に
お
い
て
日
常
的
な
把

握
に
努
め
て
お
り
必
要
な
支
援
に
繋
げ

て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
、
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
活
用
を
進

め
て
い
る
。
全
て
の
小
学
校
に
ミ
ム

（
M
I
M
）
を
配
布
し
指
導
に
役
立
て
て

い
る
。

　

 

５
年
間
の
耐
震
診
断
で
１
１
０
件

中
、
耐
震
性
な
し
の
診
断
は
１
０
８
件
。

そ
の
内
、
耐
震
改
修
は
22
％
に
留
ま
っ

て
い
る
。

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
は
命
を
守
る
点
で
効

果
的
な
方
法
と
認
識
し
て
い
る
。
他
自

治
体
の
実
績
等
を
把
握
し
た
い
。

　

 

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
夫
婦
の
み

の
高
齢
世
帯
が
増
加
し
、
今
後
益
々
支

援
を
必
要
と
す
る
方
は
多
く
な
る
。
個

別
避
難
計
画
は
申
請
率
59
・
５
％
、
策

定
率
51
・
６
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

 

「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
を

作
成
し
、
国
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で

財
政
的
支
援
が
あ
る
。
国
の
支
援
等
は

し
っ
か
り
情
報
取
集
し
、
文
化
的
価
値

を
維
持
保
全
し
た
活
用
は
参
考
に
す
る
。

　

 

キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
乗
り
入

れ
や
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
、
旧
庁
舎

の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
予
定
し
て

い
る
。

　

  

保
育
園
で
処
分
す
る
こ
と
を
推
奨
す

る
厚
生
労
働
省
の
通
知
内
容
は
？

余
儀
な
く
さ
れ
る
避
難
生
活

発
達
性
読
み
書
き
障
が
い

防
災
・
減
災
、安
全
対
策

　

  

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
続
き
、

今
後
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
が
開
設
す
る
が
、

そ
の
主
旨
は
？

問答

　

  

災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
行
動
要
支
援
者
の
支
援
は
？

問答

　

  

文
字
の
読
み
書
き
に
限
定
し
た
困
難

が
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
は
？

問答

旧
市
庁
舎
の
保
存
と
活
用

　

  

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
と
活
用
に
つ

い
て
、
国
の
取
り
組
み
や
支
援
は
？

問答

　

  

住
宅
耐
震
化
の
現
状
や
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
の
設
置
支
援
の
考
え
は
？

問答

問答

答

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

創
設

　

  

市
が
開
設
す
る
指
定
避
難
所
で
生
活

す
る
上
で
の
避
難
者
自
身
が
運
営
に
関

わ
る
必
要
性
は
？

問答

　

  

開
館
20
周
年
を
迎
え
た「
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
お
か
や
」の
開
館
当
初
の
目
的
は
？

問答
　

  

こ
の
事
業
の
内
容
は
？

問答

ものづくりの楽しさを岡谷で発見！

　

  

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
事
業
の
重
要

性
を
市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
？

問

　

  

蚕
糸
公
園
等
と
の
連
携
は
？

問答

吉田　浩

浜  幸平渡辺 太郎

田村 みどり
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5月

7月 姉妹都市
富岡市との交流

特集 任期満了。　    年間の軌跡

　皆様の協力のもと議長の任期を終えようとしております。コロナ禍にあっても、できる限り活動を止めないことを心が
けました。2回目の政策提言書の提出をはじめ、市民にとって身近な議会を目指し多くの懇談会や市内各所において議会
報告会を行いました。今後「市民にとって更に身近な議会」となりますことを願っております。（岡谷市議会 議長 小松 壮）

岡谷市議会に新たに選出された18
名の顔ぶれです。ここからの４年
間、市民にとって身近な議会を目
指してスタートを切りました。

新型コロナウイルスの感染防止対策と対応に
追われた一年でした。この状況においても、議会
初となる政策提言書を提出しました。また、感染状
況に配慮しながら、児童の議場見学やシトラスリボ
ンの作成に取り組みました。

感染対策を図りながら再開した｢いちい学級｣や
｢子育て支援学級｣との交流を深めました。
また、2回目となる政策提言書を提出しました。

市民アンケートの実施や、各公民館で行なわれて
いる講座に「議会」を加えて頂き、市民との交流が
広がりました。

４

令和
元年度

令和
２年度

令和
４年度

令和
３年度

!

 コロナ禍との戦い 岡谷市議会初となる
政策提言書を提出!

飛び出せ  議員
　新体制スタート!

!幅広い世代と交流
政策提言書第2弾を提出    !

!

市民とあゆむ 市民力の発見!!

姉妹都市
東伊豆町との交流

三団体との
意見交換会
高齢者クラブ・

連合婦人会・連合壮年会と
市政や議会に関する意見

交換をしました

市内小学生が
模擬議会を体験しました

これから4年間、共に活動するメンバーです
（議会だより16号より）

（議会だより28号より）

（議会だより30号より）

（議会だより20号より）

富岡市議会議員が来訪し、
意見交換と交流を
行いました

議会活動

シトラスリボン作成

政策提言書
の提出

子育て
支援学級

高校生アンケート

長地小学校
児童が議場見学

市内小学校
見守り隊の
活動を取材

コロナ禍であっても差別や
偏見のないまちを目指した

取り組みです

議員の思いを
ひとつにした政策を
まとめました

正副議長が案内・説明
しました

詳細はこちら

政策提言書
の提出

2回目となる政策提言
を行ないました

子育て世代の
“生の声”を
聞きました

市民アンケート
レイクウォークにて
"市民の皆さんの声“を

聞きました

議会キッズおかや

岡谷市議会の新しい顔ぶれ

市内3高校の3年生を対象に
岡谷市に関するアンケート

を行いました

3年ぶりに東伊豆町議会を
訪問し、交流と親睦を

深めました

いちい学級
との意見交換会
地域で学びを続けている
シニアの皆様の声を

聞きました

8月

8月

1月

3月

8月

大雨災害
8月に起きた

大雨災害の現地を
視察しました

10月

ウクライナ侵攻に
関する決議書の採択

｢ロシアによるウクライナ侵攻を非難し、
平和的解決を求める決議｣を
全員一致で採択しました

3月

10月

10月

10月

6月

11月

11月

12月

詳細はこちら
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6.2万
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問答

問答

問答

問答

●一般質問（ダイジェスト版）

物
価
状
況
と
高
騰
対
策

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
注
視
し
つ
つ
状
況
に
応
じ
適
時
適
切
に
対
応
す
る

　

 

各
地
の
物
価
は
、
県
庁
所
在
地
が
参

考
と
さ
れ
る
が
、
長
野
市
の
今
年
一
月

の
物
価
指
数
は
前
年
同
月
比
５
・
４
％

の
上
昇
で
17
ヶ
月
連
続
の
上
昇
。
ま
た
、

支
援
策
は
、全
市
民
対
象
の
お
か
や
生
活

応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
へ
の
学
校
給
食
食
材
費

高
騰
臨
時
対
策
事
業
、
低
所
得
世
帯
や

子
育
て
世
代
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
給

付
事
業
等
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
に
対

し
て
適
時
適
切
な
対
応
を
し
て
い
る
。

　

 

工
業
活
性
化
計
画
の
重
点
施
策
と
し

て
、
創
業
や
事
業
承
継
等
の
支
援
に
よ

り
産
業
の
維
持
・
強
化
に
努
め
て
お
り
、

起
業
訪
問
や
情
報
収
集
、
既
存
の
取
引

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
雇
用
と
技
術
の
確
保

に
向
け
た
活
動
、
商
工
会
議
所
や
県
創

業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化
に
よ

る
創
業
や
新
規
事
業
に
向
け
た
環
境
づ

く
り
、
ま
た
、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
か
や

を
中
心
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
産
業
や
新
規

事
業
の
創
出
に
よ
り
製
造
業
に
相
乗
効

果
が
及
ぶ
産
業
振
興
に
努
め
て
い
る
。

★
要
望…

第
５
次
岡
谷
市
総
合
計
画
の

中
核
的
目
標
に
事
業
承
継
と
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
創
業
と
新
規
事
業
の
創
出
を
。

　

 

県
発
行
の
債
権
で
利
益
に
加
え
て

「
２
０
５
０
年
岡
谷
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
」
の
目
標
達
成
に
向
け
て
購

入
し
た
が
、
利
率
０
・
４
３
９
％
、
年

限
十
年
間
で
県
施
設
や
水
害
対
策
へ
の

河
川
改
修
等
の
費
用
に
充
て
ら
れ
る
。

　

  

物
価
動
向
と
市
民
生
活
へ
の
支
援
策

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
は
？

小
学
生
11・
６
％
、中
学
生
６・
３
％
、全
国
よ
り
多
い

　

 

専
用
相
談
窓
口
の
設
置
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

ロ
ン
委
託
、
研
修
会
の
実
施
。

　

 

子
ど
も
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
自
身
が
認
識
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
、支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
。

　

 

定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
・
面
談
を
行

い
、
ま
た
、
関
係
機
関
や
地
域
と
も
連
携

し
、
子
ど
も
や
家
庭
の
把
握
に
努
め
る
。

　
 

構
成
す
る
関
係
機
関
が
役
割
を
分

担
し
、連
携
を
図
り
、支
援
に
つ
な
げ
る
。

★
要
望…

広
く
市
民
に
周
知
を
。

　

 

制
度
の
対
応
の
仕
方
や
登
録
の
有

無
が
わ
か
ら
な
い
。
廃
業
が
増
え
る
の

で
は
と
心
配
。
申
告
、
納
税
の
仕
方
に

不
安
が
あ
る
。

　

 

利
用
料
金
の
値
上
げ
を
す
る
。
会

員
は
免
税
事
業
者
の
扱
い
と
な
る
。

　

 

法
人
は
８
割
、個
人
は
３
割
で
低
水
準
。

　

 

一
般
会
計
は
影
響
は
な
い
。
特
別

会
計
は
新
た
に
消
費
税
の
申
告
義
務
が

発
生
す
る
会
計
が
あ
る
。

＊
申
請
期
間
が
９
月
30
日
ま
で
延
長
さ

れ
て
い
る
。
個
人
事
業
者
は
国
の
動
向

を
慎
重
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

 

富
士
見
町
は
令
和
４
年
か
ら
、
実

施
。
下
諏
訪
町
は
制
度
導
入
を
検
討
中
。

　

 

国
の
制
度
化
を
考
え
、
諏
訪
６
市

町
村
の
情
報
を
研
究
す
る
。

★
要
望…

認
知
症
予
防
の
支
援
に
な
る
。

市
民
祭「
第
54
回
岡
谷
太
鼓
ま
つ
り
」の
開
催
は
？

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
中
止
が
続
い
た
が
開
催
に
向
け
て
準
備

　

 

市
民
の
太
鼓
ま
つ
り
に
対
す
る
期

待
や
関
心
に
影
響
が
出
て
い
る
と
感
じ

る
。
打
ち
手
に
つ
い
て
は
、
各
団
体
に

お
い
て
練
習
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
３

年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
で
新
た
な
打
ち
手
の

確
保
が
出
来
ず
、
育
成
や
技
術
を
次
世

代
に
繋
げ
る
活
動
も
制
限
さ
れ
る
。

　

 

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
岡
谷
駅
長
が
部
会

長
で
あ
る
誘
客
宣
伝
部
会
が
中
心
と
な

り
誘
客
し
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連
携
し
て
新

宿
駅
や
Ｊ
Ｒ
東
京
支
社
管
内
な
ど
に
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
。
ま
た
旅
行
会
社
向
け

の
商
談
会
で
宣
伝
。
岡
谷
観
光
協
会
と

も
連
携
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報

発
信
に
努
め
る
。

★
要
望…

更
に
岡
谷
太
鼓
ま
つ
り
を
発

展
さ
せ
る
た
め
、
岡
谷
湖
畔
公
園
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
す
る
こ
と
も
、
今
後

考
え
た
ら
ど
う
か
。
諏
訪
湖
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
良
く
、
面
積
が
広
い
た
め
、

今
以
上
に
来
場
者
を
受
け
入
れ
る
事
も

可
能
。
花
火
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
考
え
ら
れ
、
よ
り
壮
大
な
演
出
も
で

き
る
。
開
催
場
所
の
検
討
を
。

　

 

保
育
室
へ
の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

は
な
い
。
メ
リ
ッ
ト
は
園
児
の
事
故
防

止
や
ト
ラ
ブ
ル
等
の
事
実
確
認
が
可
能
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
保
育
士
が
委
縮
し
た
り
、

映
像
の
一
部
の
み
で
誤
解
を
招
く
事
が

あ
る
。
園
児
や
職
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
た
め
配
慮
が
必
要
。

補
聴
器
購
入
補
助

市
町
村
合
併

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
の
影
響

　

  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
対
応
は
？

問答

　

  

岡
谷
太
鼓
ま
つ
り
は
多
く
の
観
光
客

も
来
る
が
、
今
年
は
観
光
客
の
誘
客
は
？

問
　

  

４
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
太
鼓
の
打
ち

手
の
練
習
不
足
な
ど
影
響
は
？

問答答
　

  

社
会
増
減
対
策
と
し
て
事
業
承
継
や

創
業
支
援
及
び
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

問答

　

  

保
護
者
や
保
育
士
が
、
問
題
発
生
し

た
時
の
対
応
や
不
適
切
保
育
の
確
認
で

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
は
有
効
。
設
置
の

現
状
と
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

問答

　

  

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
へ
の
取
り
組

み
は
？
問答

　

  

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
と
の

連
携
は
？

問答

問答

　

  

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
購
入
の
目
的
は
？

問答 岡谷市の就業者の推移

子どもが
子どもで
いられる
ように

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
？

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
本
市
の
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る

　

 

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
共
に

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
は
、
本
市
が
大
切
に
し
て
い
る
取

り
組
み
で
、
障
が
い
な
ど
を
抱
え
る
子

ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
、
小
学
校
入
学

前
か
ら
就
学
教
育
相
談
な
ど
を
介
し
て

家
庭
と
の
接
点
を
持
ち
、
保
育
園
や
幼

稚
園
等
の
専
門
家
と
関
わ
り
、
最
適
な

教
育
や
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

と
も
に
支
え
あ
い
、
す
べ
て
の
人
が
法

や
制
度
で
守
ら
れ
て
い
る
社
会
を
目
指

す
取
り
組
み
は
、
授
業
の
中
で
も
学
ん

で
お
り
、
学
校
生
活
で
一
緒
に
学
ぶ
環

境
や
困
っ
て
る
人
に
も
手
を
差
し
伸
べ

る
体
験
の
中
で
、
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。

　

 

県
の
雇
用
障
が
い
者
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
特
殊
支
援
学
校
の
卒
業
生

の
進
路
は
、
全
国
的
に
一
般
企
業
が
３

割
、
福
祉
的
就
労
が
６
割
、
未
就
労
が

１
割
で
あ
り
、
岡
谷
市
も
同
様
。

　
学
校
で
の
職
場
実
習
や
市
で
も
産
業

振
興
部
門
と
の
連
携
に
よ
り
、
就
労
体

験
の
機
会
を
増
や
す
な
ど
の
支
援
に
努

め
て
い
る
。
在
学
中
か
ら
就
労
移
行
支

援
事
業
所
を
活
用
す
る
生
徒
も
増
え
て

い
る
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
増
え
て
き
て
お

り
、
市
で
も
施
設
整
備
に
対
す
る
補
助

を
行
な
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
諏
訪
圏

全
体
で
取
り
組
む
。

　

 

合
併
は
、
相
手
が
存
在
す
る
こ
と

な
の
で
、
お
互
い
の
市
町
村
が
理
解
し

あ
い
、
お
互
い
の
雰
囲
気
づ
く
り
と
民

意
の
高
ま
り
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

  

県
の
支
援
策
は
？

問答
　

  

支
援
策
は
？

問答
　

  

相
談
内
容
は
？

問答
　

  

市
の
現
状
と
課
題
は
？

問答

　

  

全
国
的
な
登
録
の
動
向
は
？

問答
　

  

行
政
へ
の
影
響
は
？

問答
　

  

諏
訪
６
市
町
村
の
実
施
状
況
は
？

問答
　

  

市
の
方
向
は
？

問答

　

  

障
が
い
の
あ
る
方
の
将
来
は
？

問答

　

  

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

問答

困っていることは相談しよう

保
育
園
の
風
景

早出 すみ子

社
会
動
態
に
係
る
人
口
減
少
対
策

中島 秀明

大塚 秀樹

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
取
組
み

公
立
保
育
園
の
見
え
る
化

山崎　仁
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問答問答

問答

●一般質問（ダイジェスト版）

議員報酬等の特例に関する条例を制定

議員が長期休暇した場合 長期欠席期間により報酬が減額されます

適用対象外 ○公務災害補償等による公務上の災害、通勤による災害
○女性議員の出産他、議長が認める理由

長期欠席の期間

90日を超えた場合
180日を超えた場合
365日を超えた場合

100分の80（2割減額）
100分の70（3割減額）
100分の50（5割減額）

支給割合

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
施
策

全
世
代
対
応
型
社
会
保
証
制
度
の
構
築

　

 

一
律
に
高
齢
者
を
福
祉
医
療
の
対

象
と
は
考
え
な
い
。
高
齢
者
の
医
療
費

の
軽
減
は
、
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え

る
と
独
自
の
支
援
は
難
し
い
。

　

 

学
校
給
食
法
で
は
、
学
校
給
食
は
、

学
校
に
お
け
る
教
育
の
実
施
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
食
育
の
推
進
を

図
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

　　

 

全
市
民
・
全
世
帯
を
対
象
と
し
た

50
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
実
施
、

ま
た
、
水
道
・
下
水
道
料
金
の
据
え
置

き
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
市
民
生
活
を

支
援
し
て
い
る
。

　
 

現
時
点
で
は
、
全
市
民
を
対
象
と

し
て
の
現
金
給
付
に
よ
る
支
援
は
考
え

て
い
な
い
。

　

 

２
社
に
適
用
さ
れ
、
総
額
約
１
３

０
０
万
円
で
あ
る
。
う
ち
４
分
の
３
は

地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
。

川
岸
学
園
構
想
で
目
指
す
義
務
教
育
学
校
と
は

９
年
間
の
系
統
性
の
あ
る
教
育
課
程
の
実
現
が
可
能

　

 

学
校
教
育
方
針
の
共
有
が
図
ら
れ
る

こ
と
で
、
小
中
学
校
の
区
別
な
く
児
童
生

徒
の
指
導
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
点
、

情
報
共
有
の
し
や
す
さ
に
よ
り
複
数
の
教

員
が
子
ど
も
の
特
性
や
個
性
に
合
わ
せ
て

継
続
的
な
指
導
が
で
き
る
点
が
あ
る
。
ま

た
学
年
設
定
の
自
由
度
も
あ
る
た
め
進
学

の
際
変
化
に
な
じ
め
ず
不
登
校
等
に
陥
っ

て
し
ま
う
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
や
緩

和
が
見
込
ま
れ
る
。

　

 

老
朽
化
対
策
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

他
施
設
と
の
複
合
化
・
共
有
化
・
集
約
化
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
持
続

可
能
な
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
基
づ

き
長
寿
命
化
を
図
る
整
備
が
基
本
と
な

る
。
異
年
齢
の
交
流
が
可
能
な
多
目
的

施
設
の
設
置
や
給
食
室
の
共
同
化
等
が

考
え
ら
れ
る
が
具
体
的
な
部
分
に
つ
い

て
は
令
和
５
年
度
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

校
舎
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
よ
り
生
ま
れ

る
敷
地
の
余
地
に
公
立
の
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
を
併
設
す
る
予
定
で
あ

り
、
地
域
の
誇
り
と
な
る
よ
う
な
魅
力

的
な
施
設
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

 

乳
幼
児
健
診
で
は
心
理
士
を
配
置

す
る
こ
と
で
気
軽
に
心
理
相
談
で
き
る

体
制
、「
こ
ど
も
の
く
に
」
で
は
保
育
士

や
看
護
師
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
遊
び
の
間
に
発
育
の
こ
と
や
、
離

乳
食
な
ど
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き

る
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
令
和
５
年

３
月
か
ら
「
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付

金
事
業
」
を
開
始
し
て
お
り
、
経
済
的

支
援
と
あ
わ
せ
て
伴
走
型
相
談
支
援
を

充
実
す
る
た
め
、
専
門
保
健
師
を
増
員

配
置
し
相
談
支
援
に
あ
た
る
環
境
を
整

え
て
い
る
。

産
業
振
興
の
取
り
組
み
の
中
、岡
谷
市
商
業
者
の
現
状
は
？

引
き
続
き
低
調
だ
が
、一
部
で
は
回
復
の
兆
し
が
あ
る
が
、差
が
あ
る

　

 

光
熱
費
や
原
材
料
費
な
ど
の
値
上
げ

に
よ
り
、
多
く
の
業
種
で
経
費
が
増
加
し

収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　

 

各
社
か
ら
の
各
種
相
談
や
企
業
訪

問
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
企

業
の
現
状
を
把
握
し
、
各
社
の
実
情
に

応
じ
た
支
援
を
し
て
い
る
。

　

 

管
理
・
監
督
職
の
女
性
割
合
は
調

査
以
降
、
上
昇
を
続
け
て
い
る
、
会
社

の
制
度
を
利
用
し
な
が
ら
、
働
き
続
け

る
従
業
員
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

女
性
も
仕
事
を
継
続
し
、
社
会
参
加
が

進
ん
で
い
る
と
推
測
で
き
る
。

　

 

補
助
制
度
を
活
用
し
、
I
O
T
や

生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
に
よ
り
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
る
、
研
修
に
よ
り
人
材
育
成
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

 

現
在
実
施
し
て
い
る
補
助
制
度
の

継
続
と
拡
充
、
県
産
業
振
興
機
構
と
の

連
携
等
に
よ
り
支
援
し
て
い
く
。

　

 

緊
急
性
や
必
要
性
の
優
先
度
、
修

繕
等
の
内
容
を
検
討
す
る
、
市
指
定
文

化
財
保
護
事
業
補
助
金
の
申
請
状
況
に

よ
り
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　

  

義
務
教
育
学
校
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　

  

現
状
を
理
解
し
た
が
、状
況
分
析
は
？

問答

　

  

今
後
へ
の
支
援
の
あ
り
方
は
？

問答問答

　

  

販
路
開
拓
で
企
業
か
ら
の
相
談
あ
る

い
は
事
業
所
訪
問
の
中
状
況
把
握
は
？

問答
　

  

働
く
場
に
お
け
る
男
女
の
意
識
調
査

か
ら
見
え
る
女
性
活
躍
の
状
況
は
？

問答
　

  

市
内
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
状
況

は
？問答

　

  

高
齢
者
の
福
祉
医
療
を
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
市
単
独
で
で

も
高
齢
者
の
医
療
費
個
人
負
担
の
軽
減

の
実
施
を

問答
　

  

学
校
給
食
の
無
料
化
は
・
子
育
て
支

援
で
あ
り
、
ま
た
、
学
校
給
食
は
教
育

の
一
環
で
あ
る
と
思
う

問答
　

  

毎
月
、
物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
。

幅
広
い
市
民
を
対
象
に
し
た
支
援
策
を

問

答
　

  

い
ま
こ
そ
、
全
市
民
へ
現
金
給
付
の

支
援
が
必
要
と
考
え
る
が

問答
　

  

地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基
づ
き
固

定
資
産
税
が
課
税
免
除
に
な
っ
た
の
は

何
社
で
、
総
額
ど
の
位
か
？

問答
　

  

東
京
博
物
館
館
長
の
発
言
に
対
し
て
、

岡
谷
市
教
育
委
員
会
と
し
て
の
、文
化
財

行
政
の
考
え
方
は
？

　

  

子
育
て
支
援
の
充
実
へ
む
け
た
相
談

支
援
体
制
の
充
実
は
？

問答

問答
　

  

施
設
整
備
の
考
え
方
は
？

問答

岡
谷
美
術
考
古
館

　
顔
面
把
手
付
深
鉢
形
土
器（
国
重
要
文
化
財
）

子
育
て
支
援
の
充
実

固
定
資
産
税
の
免
除
に
つ
い
て

こどもたちが希望をもって暮らせる
岡谷市の実現を

楽しい学校給食

今井 義信 笠原 征三郎

文
化
財
行
政
の
考
え
方

い
ま
こ
そ
、全
市
民
・
全
世
帯
を

対
象
と
し
た
、幅
広
い
生
活
支
援
を

学
校
給
食
費
の
無
料
化
は
、

子
育
て
支
援
の
ひ
と
つ
と
な
る

武井 友則

議会改革の推進で、議員の長期休暇に関する他市の状況等含め研究をしてまいりました。
このことについて議員各位で議論を重ね、本定例会で条例制定の運びとなりました。

この条例は4月1日より施行します
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○令和5年 第1回定例会（賛否が分かれた議案等）

○令和5年 第1回定例会（全会一致により可決等された議案と報告）

議長：議長職のため採決に加わらない  ○：賛成  ×：反対  欠：欠席

議案番号

議案第24号
議案第25号
議案第30号
議案第37号

令和５年度岡谷市一般会計予算
令和５年度岡谷市国民健康保険事業特別会計予算
令和５年度岡谷市後期高齢者医療事業特別会計予算
「安全保障３文書」の閣議決定に抗議し撤回を求める意見書
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○
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○
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件　名
遠
藤
真
弓

山
崎
　
仁

大
塚
秀
樹

笠
原
征
三
郎

藤
森
博
文

早
出
一
真

渡
辺
太
郎

武
井
友
則

今
井
秀
実

早
出
す
み
子

中
島
保
明

今
井
義
信

今
井
康
善

中
島
秀
明

吉
田
　
浩

浜
　
幸
平

田
村
み
ど
り

小
松
　
壮

●令和5年 第1回定例会

　
昨
年
よ
り
、『
議
会
だ
よ
り
』の
編
集

を
す
る
広
報
広
聴
委
員
会
メ
ン
バ
ー

に
な
っ
た
の
で
す
が
、｢

途
中
か
ら
の

委
員
会
へ
の
参
加
で
、〝
イ
イ
ン
カ

イ
？
〞｣

っ
て
聞
い
た
ら
、皆
さ
ん
、

｢

委
員
に
な
っ
て
〝
イ
イ
ン
で
す
！
〞｣

っ
て
言
っ
て
貰
え
た
の
で
、楽
し
み
な

が
ら
編
集
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
『
議
会
だ
よ
り
』は
、市
民
の
皆
さ
ん

に
議
会
を
伝
え
る
も
の
で
す
が
、広
報

広
聴
委
員
会
メ
ン
バ
ー
も
改
選
を
経

て
、代
わ
り
ま
す
が
、『
議
会
だ
よ
り
』

〝
ダ
ヨ
リ
〞(

頼
り)

に
な
ら
ず
に
、い

ろ
ん
な
ツ
ー
ル
で
議
会
が
市
民
の
身

近
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。今
後
も
期

待
し
て
下
さ
い
！　
　
（
中
島
秀
明
）

■
編
集
後
記

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
の
公
布
、
施
行
に
伴
い
、
岡
谷

市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
し

健
康
保
険
法
施
行
令
で
定
め
る
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
額
現
行
の
４
０
万
８
千
円

か
ら
４
８
万
８
千
円
に
引
き
上
げ
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
諏

訪
圏
域
だ
と
概
ね
60
万
円
台
か
ら
80
万
円

台
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
産
科
医
療
補
償

制
度
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

に
見
る
と
制
度
の
積
算
数
値
と
し
て
は
年

間
５
０
０
人
前
後
で
あ
る
が
、
市
内
の
利

用
は
な
い
。

　
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と

す
る
公
の
施
設
に
「
蚕
糸
公
園
」
を
追
加

す
る
ほ
か
、
都
市
公
園
の
賑
わ
い
の
創
出

に
繋
げ
る
た
め
、
蚕
糸
公
園
に
車
両
の
乗

り
入
れ
が
可
能
な
広
場
を
整
備
し
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
等
を
想
定
し
た
移
動
販
売
を
可

能
と
し
、
使
用
料
の
改
正
等
を
行
う
。

　
　
２
台
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て

い
る
。

　
　
指
定
管
理
者
は
他
の
都
市
公
園
の
管

理
運
営
も
適
切
に
行
っ
て
お
り
、
蚕
糸
公

園
に
お
い
て
も
保
守
点
検
を
は
じ
め
、
植

栽
の
管
理
、
芝
生
の
芝
刈
り
、
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
等
の
設
置
や
撤
去
も
お
願
い
す

る
こ
と
と
な
る
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
点
で
、
大
変
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
と
感
じ
て
い
る
。

令
和
５
年 

第
１
回
定
例
会

岡
谷
市
議
会
議
員
は
、広
域
連
合
議
会
、一
部
事
務
組
合

議
会
で
も
議
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す

諏
訪
広
域
連
合
議
会

湖
北
行
政
事
務
組
合
議
会

湖
周
行
政
事
務
組
合
議
会

諏
訪
広
域
公
立
大
学
事
務

組
合
議
会

（
主
な
議
案
の
審
査・審
議
結
果
）

　
令
和
５
年
２
月
24
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で

の
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
報
告
案
件
４

件
、
一
般
議
案
が
34
件
、
議
員
提
案
が
３
件

の
計
41
件
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
審
査
・
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※

質
疑
の
後
、討
論
採
決
が
行
わ
れ
、

　
社
会
委
員
会
で
は
原
案
の
と
お
り

　
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※

質
疑
の
後
、討
論
採
決
が
行
わ
れ
、

　
産
業
建
設
委
員
会
で
は
原
案
の
と
お
り

　
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
の
説
明
の
後
、社
会
委
員
会

　
に
審
査
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
の
説
明
の
後
、産
業
建
設

　
委
員
会
に
審
査
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

※

審
議
の
結
果

　
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
の
提
案
説
明（
議
案
の
内
容
）

◆ 

議
案
第
19
号

岡
谷
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

本
会
議
で
の
提
案
説
明（
議
案
の
内
容
）

◆ 

議
案
第
21
号

岡
谷
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

報告第  1号
報告第  2号
報告第  3号
報告第  4号
議案第  1号
議案第  2号
議案第  3号
議案第  4号
議案第  5号
議案第  6号
議案第  7号
議案第  8号
議案第  9号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
議案第14号
議案第15号

専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について）
専決処分の承認を求めることについて（令和4年度岡谷市一般会計補正予算（第13号））
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について）
専決処分の承認を求めることについて（令和4年度岡谷市一般会計補正予算（第14号））
岡谷市固定資産評価審査委員会委員の選任について
岡谷市教育委員会委員の選任について
岡谷市湊財産区管理委員の選任について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
岡谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
岡谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
岡谷市営住宅条例の一部を改正する条例
市道路線の廃止について
市道路線の変更について
市道路線の認定について
令和4年度岡谷市一般会計補正予算（第15号）
令和4年度岡谷市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
令和4年度岡谷市下水道事業会計補正予算（第1号）
令和4年度岡谷市病院事業会計補正予算（第5号）
岡谷市手数料条例の一部を改正する条例

議案第16号
議案第17号
議案第18号
議案第19号
議案第20号
議案第21号
議案第22号
議案第23号
議案第26号
議案第27号
議案第28号
議案第29号
議案第31号
議案第32号
議案第33号
議案第34号
議案第35号
議案第36号

岡谷市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
岡谷市子ども・子育て支援審議会条例の一部を改正する条例
岡谷市福祉タクシー運行利用条例の一部を改正する条例
岡谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例
岡谷市空き家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例
岡谷市都市公園条例の一部を改正する条例
岡谷市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例
岡谷市都市公園の指定管理者の指定の変更について
令和5年度岡谷市地域開発事業特別会計予算
令和5年度岡谷市分収造林事業特別会計予算
令和5年度岡谷市霊園事業特別会計予算
令和5年度岡谷市温泉事業特別会計予算
令和5年度岡谷市湊財産区一般会計予算
令和5年度岡谷市水道事業会計予算
令和5年度岡谷市下水道事業会計予算
令和5年度岡谷市病院事業会計予算
岡谷市議会の個人情報の保護に関する条例
岡谷市議会の議員の議員報酬等の特例に関する条例

議案番号 件　名 件　名議案番号

答
蚕
糸
公
園
内
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

乗
り
入
れ
想
定
台
数
は
？

問

◆
社
会
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
及
び

　
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

◆
産
業
建
設
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

　
及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

■
再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※

審
議
の
結
果

　
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

答
「
現
状
の
出
産
費
用
の
平
均
的
な
金

額
」及
び「
産
科
医
療
補
償
制
度
の
利

用
状
況
」は
？

問

整
備
が
進
む
蚕
糸
公
園

市議会だよりについて、ご意見・ご要望をお受け
いたしますので下記までお寄せください。

ご意見・ご要望

連絡先

メール

　　　  岡谷市議会事務局
TEL .23-4811（内線1711）
FAX.22-6213

右のQRコードからアンケートに
お答えください。

gikai@city.okaya.lg.jp

答 ○
諏
訪
広
域
連
合
で
行
う
仕
事
は
、
広
域

的
な
事
務
や
市
町
村
が
単
独
で
行
う
こ
と

が
難
し
い
事
務
（
介
護
保
険
、
諏
訪
広
域

消
防
な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
岡
谷
市
議
会
か
ら
は
、
小
松
壮
議
長
、

吉
田
浩
議
員
、
今
井
康
善
副
議
長
、
中
島

保
明
議
員
、
今
井
秀
実
議
員
の
５
名
が
選

任
さ
れ
て
い
ま
す
。（
定
数
22
名
）

●
令
和
５
年
度
予
算
は
以
下
の
と
お
り

・
諏
訪
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算

　
３
億
５
３
４
５
万
７
千
円

・
救
護
施
設
八
ヶ
岳
寮
特
別
会
計
予
算

　
３
億
５
２
０
４
万
９
千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
２
０
６
億
１
１
９
万
６
千
円

・
諏
訪
広
域
消
防
特
別
会
計
予
算

　
26
億
２
８
５
万
３
千
円

・
諏
訪
地
域
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
事
業

　
特
別
会
計
予
算　
１
１
５
７
万
円

○
湖
北
行
政
事
務
組
合
は
、
岡
谷
市
・
下

諏
訪
町
・
辰
野
町
の
３
市
町
で
構
成
し
、

湖
北
衛
生
セ
ン
タ
ー
と
湖
北
火
葬
場
（
湖

風
苑
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

◇
岡
谷
市
議
会
か
ら
は
、
小
松
壮
議
長
、

田
村
み
ど
り
議
員
、
中
島
秀
明
議
員
、
今

井
康
善
副
議
長
、
今
井
義
信
議
員
、
早
出

す
み
子
議
員
、
渡
辺
太
郎
議
員
、
大
塚
秀

樹
議
員
、
山
崎
仁
議
員
の
９
名
が
選
任
さ

れ
て
い
ま
す
。（
定
数
17
名
）

●
令
和
５
年
度
予
算
は
以
下
の
と
お
り

・
湖
北
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
予
算

　
８
９
８
万
円

・
湖
北
衛
生
セ
ン
タ
ー
事
業

　
特
別
会
計
予
算　
９
８
７
６
万
円

・
湖
北
火
葬
場
事
業
特
別
会
計
予
算

　
１
億
４
０
１
８
万
１
千
円

○
湖
周
行
政
事
務
組
合
は
、
岡
谷
市
、
諏

訪
市
、
下
諏
訪
町
の
ご
み
処
理
の
共
同
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
岡
谷
市
議
会
か
ら
は
、
小
松
壮
議
長
、

早
出
一
真
議
員
、
笠
原
征
三
郎
議
員
、
遠

藤
真
弓
議
員
の
４
名
が
選
任
さ
れ
て
い
ま

す
。（
定
数
12
名
）

●
令
和
５
年
度
予
算
は
以
下
の
と
お
り

・
湖
周
行
政
事
務
組
合
会
計
予
算

　
９
億
６
４
０
１
万
５
千
円

〇
諏
訪
広
域
公
立
大
学
事
務
組
合
は
、「
公

立
諏
訪
東
京
理
科
大
学
」
を
開
学
、
地
域

の
「
知
の
拠
点
」
と
し
て
、
諏
訪
地
域
や

長
野
県
内
を
は
じ
め
国
内
外
に
も
貢
献
す

る
大
学
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
岡
谷
市
議
会
か
ら
は
、
小
松
壮
議
長
、

浜
幸
平
議
員
、
武
井
友
則
議
員
の
３
名
が

選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。（
定
数
20
名
）

●
令
和
５
年
度
予
算
は
以
下
の
と
お
り

・
諏
訪
広
域
公
立
大
学
事
務
組
合
一
般

　
会
計
予
算

　
19
億
１
３
６
５
万
２
千
円

指
定
管
理
者
の
管
理
は
？

問

1415

令
和
５
年
度
予
算
審
査

一
般
質
問

特　
集

一
般
質
問

３
月
定
例
会


